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問上高津貝塚ふるさと歴史の広場（☎826‐7111）

優秀賞

論文の部 私の住む沖宿町 上大津東小 ６年 折本霞奈さん

新聞の部 続日本100名城 ! 強くてカッコイイ土浦城 神立小 ３年 武藤楓汰さん

新聞の部 土浦市のれんこんの生産量が多い理由
～生産者の努力と霞ヶ浦による土浦市の歴史～ 神立小 ６年 今井　舜さん

新聞の部 『身近にある』土浦の歴史新聞 神立小 ６年 佐久間柊英さん

優良賞

論文の部 いく文館について 神立小 ３年 田崎陸人さん

新聞の部 土浦花火大会の歴史 都和小 ５年 日野輝大さん

新聞の部 縄文時代のいろいろなファッション 荒川沖小 ４年 中野絆奈さん

最優秀賞

都和小学校

学校賞

子ども郷土研究の入賞作品を紹介します 子ども郷土研究の入賞作品を紹介します 子ども郷土研究の入賞作品を紹介します 
第第45回45回第45回

　
　子ども郷土研究は、調査・研究を通して郷土の歴史や文化について関心を持ち、郷土「つちうら」への理解
を深めることを目的に実施しています。「論文の部」と「新聞の部」、それぞれで最優秀賞に選ばれた作品を紹
介します。応募されたすべての作品は、12月18日（日）まで上高津貝塚ふるさと歴史の広場で展示しています。

太平洋戦争中の土浦の子どもたちは
どのような暮らしをしていたのだろうか

右籾小　　５年　清水春香さん

論文の部

戦争柄の子どもの着物（市立博物館所蔵）

都和南小　５年　井沢榛乃さん

わたしたちの常名神社

新聞の部

常名神社鳥居



17　広報つちうら　2022.12.1

子ども郷土研究

　「うわあ、怖いな。」ロシア軍がウクライナを攻撃す
るニュースをみて、私はショックをうけた。今の私に
できることはないか、自問した。そこで、太平洋戦争
のことを郷土研究のテーマとすることにした。特に、
当時の土浦の子どもの暮らしと、今の私の暮らしを比
べてみて、戦争の恐ろしさをあぶり出したい。

１研究の動機

（１）本やインターネットで調べる。
（２）戦争の語り部にインタビューをする。
（３）戦争に関する博物館を見学する。
（４）戦争にまつわる地に行ってみる。

２調べる方法

（１）戦時中の学校生活について
　1941年から国民学校では、国民科、理数科、体錬科、
芸能科の４教科になった。私は市立博物館の学芸員か
ら、国語の教科書のレプリカをお借りした。文章や挿
絵から、教科書を通して、軍国教育を行っていたこと
が垣間見られる。校庭の一隅にあった奉安殿には、天
皇皇后の御真影（写真）と教育勅語が納められていた。
　ジャズやクラシック音楽は、敵性の音楽とされ、聞
くことが禁止されたが、軍歌はおおいに奨励された。
英語は敵性語といわれ、勉強することを禁止された。
（２）子どもたちの生活について
　外遊びは鬼ごっこ、メンコ、ベーゴマ、戦争ごっ
こ、陣取りゲームなどである。中遊びは、愛国イロハ
カルタ、スゴロクなどである。今の私たちと同じで、
戦時中の子どもたちもマンガを読んだりして楽しんで
いた。戦争中、物資が不足すると、自由に買い物がで
きなくなり、決められたものも割り当てられるように
なった。天然ゴムでつくったゴムまりやゴム製の運動
靴が配給されたことに、シンガポールの陥落が関わっ
ていることを知った。
　「土浦の戦争惨禍を記憶する会」の方に、戦争中・戦
後すぐの時代の様子についてインタビューした。私よ
り少し年上の中学生や若い女性は、家庭以外の工場な
どでも働き手となった。
　戦時中や戦後は食料が慢性的に不足していた。お米
の代わりにトウモロコシ、麦、サツマイモ、ドングリ、

３調べてわかったこと

　研究を通して、戦争がどれだけ悲しくつらい気持ち
を人の心に残すかよくわかった。知るだけではなく、
たくさんの人にこのことを知ってもらうことが大事だ
と気づいた。
　私もあの時のお兄さんたちも同じ子ども。今、敵同
士で戦っている人も同じ人間。家族がいて、友達がい
て、やりたいことがたくさんある。それを知れば世の
中に戦争はなくなるはずだと信じたい。歴史から学ぶ
意味はそこにあると研究を通してわかった。

４終わりに

論文の部　最優秀作品

右籾小　５年　清水春香

太平洋戦争中の土浦の子どもたちは
どのような暮らしをしていたのだろうか

法泉寺の航空隊空襲慰霊碑

イナゴなどの昆虫を食用とした。
（３）土浦への集団疎開について
　1944年、「土浦館」に新宿の戸山国民学校の生徒が
集団疎開した。
（４）予科練について
　1940年、阿見町に土浦海軍航空隊が開隊し、飛行
予科練習生は通称「予科練」といった。予科練生は厳し
い生活をしていたが、土浦で映画を観たりする楽しみ
もあった。
　土浦の花火大会は、神龍寺の秋元梅峯和尚が霞ヶ浦海
軍航空隊の殉難者を慰霊するために1925年に始めた。
（５）土浦の空襲について
　予科練生と住民合わせて374名が、1945年６月
10日、約１時間の空襲で亡くなった。これに対し、
法泉寺のご住職が慰霊碑を建立した。

（一部省略）
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子ども郷土研究

わたしたちの常名神社
新聞の部　最優秀作品

都和南小  ５年  井沢榛乃


